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 第２章では、アイルランドの詩人W. B. イェイツのアイルランド観が再検討されている。イェイツのアイル









































 終章では、これらのアイルランド詩人たち（W. B. イェイツ、ポール・マルドゥーン、ヌーァラ・ニ・ゴー
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ナル、ポーラ・ミーハン、シェイマス・ヒーニー）がいずれも、自由を求めて、不自由な現実に挑むように作
品を書いたことが強調される。この場合「自由」とは二つのことを意味する。一方でそれは、植民地宗主国か
らの政治的な解放を意味する。他方で、アイルランド観をめぐる旧来の言説から自己を解放することを意味す
るとされる。結論として論者は、これらのアイルランド詩人たちは、立場は異なるが、共通に、旧来のアイル
ランド観を冷静に分析し、自立しつつも連帯し、連帯しつつも自律しながら、もうひとつ別の新しいアイルラ
ンド観を提示し続けたと強調している。このような現代アイルランド詩人観は論者の独創であり、学界への大
きな貢献であると認められる。副論文は、アーノルドの国家よりもむしろ個人を重視するリベラル・ヒューマ
ニズムを論じたものである。参考論文は、イェイツの言う文化の統一を念頭において書かれたもので、二項対
立的思考が、ヨーロッパの長い歴史に照らせば必ずしも共同体の是非を決める正当な考え方ではなかったこと
が論証されている。いずれも主論文を生む契機となった論考で、論者の近年の関心が一貫して個人と国家共同
体との間の緊張関係にあることを窺わせ、主論文を理解するのに欠かせない重要な労作であると認められる。 
 
